
特集  意識の変化は？実態は？
　     『伊万里市の男女協働参画』……
インフォメーション伊万里……………
教育と文化………………………………
みんなの広場……………………………
ほがらかページ…………………………
スポーツ…………………………………
くらしのチャンネル……………………
新春恒例！伊万里えびす祭……………

広報

２
６
９
10
12
14
16
20

今月の主な内容

2008
(平成20年)

2
NO.648

この冊子は１部当たり約22円で作成しています。

（ただし人件費など間接経費は含まれていません）

また、企業広告による掲載料は、広報伊万里発行

の印刷費の財源となっています。

広報

可能性は無限大！未来へ、世界へ、大きく羽ばたけ（成人式：市民会館、1 月 5 日）
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市
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
わ
か
る
こ
と

意識の変化は？　実態は？

伊万里市の 男女協働参画

　

少
子
高
齢
化
と
言
わ
れ
続
け
て
久
し
い
今
日
、
国
で
は
『
男

女
共
同
参
画
』
を
21
世
紀
の
最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

伊
万
里
市
が
男
女
協
働
参
画
の
取
り
組
み
を
始
め
て
は
や

13
年
。
平
成
13
年
１
月
13
日
に
は
、
市
民
の
発
案
で
『
男
女

共
同
参
画
都
市
宣
言
』
を
行
い
ま
し
た
。
佐
賀
県
内
で
は
唯

一
の
取
り
組
み
で
す
。

　

現
在
は
、『
男ひ
と

と
女ひ
と

が
協
働
し
、
す
べ
て
の
人
が
き
ら
め
く

〝
い
ま
り
〟
の
実
現
』
を
目
標
と
し
て
、
平
成
14
年
度
に
男
女

協
働
参
画
基
本
計
画
・
推
進
計
画
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
５
月
に
市

内
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
女
１
０
０
０
人
を
対
象
に
『
男
女

協
働
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
』
を
行
い

ま
し
た
。
前
回
（
平
成
14
年
度
）
の
調
査
な
ど
と
比
較
し
て
、

ど
れ
だ
け
意
識
が
進
ん
で
き
た
の
か
、
こ
の
調
査
結
果
か
ら

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

●
調
査
対
象　

市
内
に
居
住
す
る　

20
歳
以
上
の
男
女
１
０
０
０
人

●
調
査
方
法　

郵
送
で
の
配
布
、
回
収

●
調
査
時
期　

平
成
19
年
５
月

●
有
効
回
収
数　

３
６
６
人
（
有
効
回
収
率
36
・
６
％
）

※
あ
わ
せ
て
、
市
内
の
１
０
０
事
業
所
に
対
し
て
『
事
業
所
実
態
調

　

査
』
を
行
い
ま
し
た
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男
女
平
等
の
実
現
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
た
10
項
目
の

う
ち
『
家
庭
』『
学
校
』『
社

会
全
体
』
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
『
家
庭
』
を
見
て
み
る
と
、

半
数
以
上
の
人
が
『
男
性
優
遇
』

（「
男
性
優
遇
」
と
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
男
性
優
遇
」
の
合
計
）
と

答
え
、「
平
等
」
と
答
え
た
人
の
倍

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
14

年
調
査
と
比
べ
る
と
、「
平
等
」
と

答
え
た
人
が
増
え
、
少
し
で
は
あ

り
ま
す
が
、
意
識
が
変
化
し
て
き

男性優遇 どちらかといえば男性優遇 平等

どちらかといえば女性優遇 女性優遇 わからない 無回答

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない 無回答

社
会
全
体
で
は
、
ま
だ
『
男
性
優
遇
』

解 説

Q １　あなたは、男女平等が現在どの程度実現していると思いますか？

た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
『
学
校
』
に
つ

い
て
は
、
半
数
の
人
が
「
平
等
」

と
答
え
て
お
り
、
他
の
９
項
目
の

分
野
に
比
べ
て
平
等
感
が
強
く
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
項

目
に
つ
い
て
男
女
別
で
み
る
と
、

「
平
等
」
と
感
じ
て
い
る
割
合
は
男

性
の
方
が
多
く
、
約
12
％
の
開
き

が
あ
り
ま
す
。
平
成
14
年
調
査
と

比
べ
る
と
、
10
項
目
の
う
ち
こ
の

項
目
だ
け
が
「
平
等
」
と
答
え
た

人
の
割
合
が
低
く
な
り
ま
し
た
。

　
『
社
会
全
体
』
で
み
る
と
、
男
女

と
も
に
『
男
性
優
遇
』
と
答
え
た

割
合
が
60
％
以
上
と
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
項
目
に
つ
い
て
も

男
女
別
で
み
る
と
、「
平
等
」
と
感

じ
て
い
る
割
合
は
男
性
の
方
が
多

く
約
11
％
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　
『
学
校
』
以
外
の
項
目
で
、
平

成
14
年
調
査
に
比
べ
「
平
等
」
と

答
え
て
い
る
人
の
割
合
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
『
地
域
の

し
き
た
り
』『
家
庭
内
』『
社
会
全

体
』『
国
の
政
治
の
場
』
の
項
目
で
、

半
数
を
超
え
る
人
が
「
男
性
優
遇
」

｢

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
優
遇｣

と
答
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
育
っ
た
家
庭
は
、
両
親
と
姉
の
４
人
家
族
で

す
。
私
の
子
ど
も
の
時
代
は
、
父
親
が
家
事
を
手
伝

う
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
で
し
た
。
父
親
は
家

事
を
し
な
い
と
い
う
の
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
家
庭
で
育
っ
た
私
は
、
今
で
も
家

事
は
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

　

時
は
流
れ
て
、
男
性
に
も
家
事
へ
の
参
画
を
、
と

言
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
に
私
の
ま
わ

り
の
若
い
父
親
も
、
洗
濯
を
し
た
り
洗
濯
も
の
を
干

し
た
り
、
子
ど
も
の
送
り
迎
え
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
話
を
聞
く
と
、
私
も
や
ら
な
け
れ
ば
！

と
頭
の
中
で
は
思
う
の
で
す
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
協

力
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
、
男
女
協
働
参
画
が
進
ん
で
い
く
た
め

に
は
、『
思
い
や
り
』
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
私
の
よ
う
に
家
事
を
で
き
な
い
夫
を
持
つ
女

性
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ま
ず
は
い
つ
も
以
上
に
優

し
く
笑
顔
で
家
事
を
頼
ん
で
み
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
？
男
は
、
命
令
さ
れ
る
と
腹
を
立
て
、
頼

ま
れ
れ
ば
喜
ぶ
単
純
な
生
き
物
で
す
。
ま
た
、
男
性

の
み
な
さ
ん
、
い
つ
も
家
事
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
い

る
こ
と
に
、
た
ま
に
は
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
『
思
い
や
り
』
で
、
家
庭
か
ら
少
し
ず
つ

で
も
変
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

男
女
協
働
参
画
懇
話
会
委
員

           

田
中
浩
樹
さ
ん（
新
天
町
）

互
い
の
思
い
や
り
で

家
庭
か
ら
変
え
よ
う

学校教育の
場で 0  20             40              60             80          100 
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男性優遇 どちらかといえば男性優遇 平等

どちらかといえば女性優遇 女性優遇 わからない 無回答

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない 無回答

　

左
上
の
グ
ラ
フ
は
内
閣
府

が
実
施
し
た
調
査
の
結
果
で

す
。
昭
和
54
年
の
調
査
結
果

で
は
、
賛
成
す
る
人
（｢

そ
う
思

う｣

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ

う
思
う
」
の
合
計
）
の
割
合
が

72
・
６
％
、
反
対
す
る
人
（｢

そ

う
思
わ
な
い｣

と
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
の
合
計
）

の
割
合
が
20
・
４
％
と
、
圧
倒
的

に
『
賛
成
』
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
に
は

『
反
対
』
が
52
・
１
％
と
半
数
を
超

え
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
男

女
の
あ
り
方
に
関
す
る
意
識
は
、

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
は
大
き
く
『
前
進
』

Q ２　男は仕事、女は家庭という考え方について、どう思いますか？

こ
の
25
年
の
間
に
大
き
く
変
化
し

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

同
じ
項
目
を
市
の
調
査
で
見
て

み
る
と
、
賛
成
す
る
人
（｢

そ
う
思

う｣

と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ

う
思
う
」
の
合
計
）
の
割
合
が
、

女
性
で
は
27
・
３
％
、
男
性
で
は

45
・
８
％
と
、
約
20
％
以
上
男
性
が

高
く
、
意
識
の
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

前
回
調
査
（
平
成
14
年
実
施
）

に
比
べ
る
と
、
賛
成
す
る
人
（「
そ

う
思
う
」と
答
え
た
人
）が
17
・
３
％

で
あ
っ
た
の
が
10
・
９
％
と
減
り
、

性
別
役
割
分
担
意
識
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

解 説
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『
女ひ

と

と
男ひ

と

き
ら
め
き
フ
ォ
ー
ラ

ム
』
が
１
月
20
日
に
市
民
図
書
館

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
７
周

年
を
記
念
し
た
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
啓
発
パ
ネ
ル
展
の
ほ
か
、
映
画

監
督
の
松
井
久
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
お
年
寄
り
と
家
族
の

触
れ
合
い
を
描
き
、
全
国
で
劇
場

公
開
さ
れ
100
万
人
を
動
員
し
た
松

井
監
督
の
作
品
『
折
り
梅
』
が
上

映
さ
れ
た
後
、『
50
歳
か
ら
の
挑
戦

〜
女
性
た
ち
の
思
い
を
映
画
に
託

し
て
〜
』
と
題
し
た
松
井
監
督
の

記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

松
井
監
督
は
、
初
監
督
の
映
画

『
ユ
キ
エ
』
を
制
作
す
る
際
に
女
性

監
督
で
あ
る
が
た
め
に
遭
遇
し
た

出
来
事
な
ど
の
実
体
験
を
語
り
な

が
ら
、
男
性
と
女
性
の
立
場
・
視

点
の
違
い
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

●
映
画
『
折
り
梅
』
は
、
少
し
認

　

知
症
が
あ
る
母
と
重
ね
て
見
ま

　

し
た
。
相
手
を
変
え
た
か
っ
た

　

ら
、
ま
ず
自
分
か
ら
変
わ
ら
な

　

く
て
は
と
思
い
ま
し
た

（
50
歳
代
・
男
性
）

●
男
女
の
社
会
的
立
場
の
現
状
が

　

リ
ア
ル
に
伝
わ
り
ま
し
た
。
ま

　

だ
ま
だ
差
は
埋
ま
ら
な
い
の
か

　

な
あ
・
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

　

発
揮
さ
れ
る
の
は
、
ま
わ
り
の

　

人
々
の
尊
敬
と
信
頼
！
と
い
う

　

言
葉
を
聞
い
て
、
信
頼
関
係
の

　

大
切
を
痛
感
し
ま
し
た

（
20
歳
代
・
女
性
）

●
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
は
、
頑

　

張
っ
て
や
り
通
す
！
そ
の
よ
う

　

な
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た　

　
　
　
　
　
　

（
30
歳
代
・
女
性
）

『
女
と
男
き
ら
め
き

　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
』
開
催

参
加
者
の
感
想

ひ
と

ひ
と

『50歳からの挑戦』松井久子監督が講演

講
演
す
る

　

松
井
久
子
さ
ん

男女共同参画都市宣言７周年記念



� 2008.2

　
「
育
児
や
介
護
制
度
を
充
実

さ
せ
て
、
男
性
も
女
性
も
安

心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
」

54
・
４
％
が
最
も
高
く
、
次
い
で
、

「
学
校
教
育
の
中
で
、
男
女
の
平

等
や
相
互
の
理
解
や
協
力
に
つ
い

て
学
習
を
す
す
め
る
」
32
・
１
％
、

「
働
く
場
で
の
男
女
格
差
を
な
く

す
よ
う
企
業
主
に
対
し
て
働
き
か

け
る
」
26
・
９
％
、「
市
の
各
種

審
議
会
の
委
員
な
ど
、
市
の
政
策

育児・介護制度の充実（54.4）

相互の理解についての学習をすすめる（32.1）

企業主への働きかけ（26.9）

政策決定の場に女性を多く選任する（22.0）

意識改革のための啓発活動（15.9）

条例を制定する（11.5）

就業機会を増やす情報交換（10.7）

男性の自立のための啓発活動（10.4）

生涯学習の推進（9.3）

相談機能の充実（8.2）

健康対策・母性保護対策（7.7）

リーダーの養成（6.3）

その他（2.7）

わからない（5.2）

無回答（8.0）

男
女
と
も
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
育
児
・
介
護
制
度
の
充
実
を

15.2
30.1

10.6
13.3

32.3
31.9

28.3
25.3

57.1
51.8

12.1

8.4

6.6
9.0

9.6
6.6

13.6
7.2

10.1
8.4

6.1
6.6

14.1
18.1

3.5
1.8

4.5
6.0

6.6
9.6

男　性

女　性

Q ３　あなたは、市が今後どのようなことに力を入れていったらいいと思いますか？

決
定
の
場
に
女
性
を
多
く
選
任
す

る
」
22
・
０
％
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

性
別
で
み
る
と
、「
市
の
政
策

決
定
の
場
に
女
性
を
多
く
選
任
す

る
」
に
つ
い
て
は
、
女
性
よ
り
も

男
性
の
方
が
約
15
％
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

性
別
年
齢
別
で
み
る
と
、
20
歳

代
女
性
で
「
企
業
主
へ
働
き
か
け

る
」
と
答
え
た
人
が
、
60
歳
代
女

性
で
「
学
校
教
育
の
中
で
、
学
習

を
す
す
め
る
」
と
答
え
た
人
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

（％）

解 説

0　　　    10　  　　  20　　　　30　　 　　40　　　　50              60

　
『
男
女
協
働
参
画
』
は
、
理
解
し
に
く
い
文
字
が

並
び
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
男
性
・
女
性
が
協
力

し
合
い
、
平
等
に
そ
の
人
ら
し
く
、
い
き
い
き
暮
ら

せ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

以
前
か
ら
す
る
と
、
看
護
や
保
育
と
い
っ
た
女
性

の
職
場
と
思
わ
れ
て
い
た
分
野
へ
の
男
性
の
進
出
、

タ
ク
シ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
と
い
っ
た
男
性
の

職
場
と
思
わ
れ
て
い
た
分
野
で
女
性
が
働
く
姿
は
、

市
内
で
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現
在
、
ま
す
ま
す
女
性
の

力
は
必
要
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
職
場
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
る
た
め
の
女

性
の
負
担
は
以
前
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
育
児
の
よ
う
に
男
性
が
女
性
に
か
な
わ
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
内
の
こ
と
は
、
家
族
で

で
き
る
こ
と
か
ら
協
力
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
職
場
に
お
い
て
は
、
女
性
だ
け
で
な
く
男
性

が
育
児･

介
護
休
暇
を
活
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

男
女
協
働
参
画
懇
話
会 

会
長

　

岡
田
和
恵
さ
ん（
大
坪
町
）

女
性
の
社
会
進
出
は

家
族
の
協
力
が
カ
ギ

『
市
民
意
識
調
査
結
果
』
お
よ
び
『
事
業
所

実
態
調
査
結
果
』
の
詳
し
い
内
容
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す

■
問
合
先　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

　
（　

☎
㉓
２
１
１
５
）

※複数回答あり

特　集　意識の変化は？実態は？　『伊万里市の男女協働参画』

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

全体の
回答率
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市
民
と
行
政
が
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
市
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て
話
し

合
う
『
伊
万
里
市
民
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
』
の
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
人
数　

２
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
書
類
審
査
に
よ
り
決
定

●

応
募
資
格　

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
18
歳
以
上
の
市
民

●

活
動
内
容　

　

次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
伺
い
し
ま
す

▽
市
民
と
行
政
が
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

▽
市
民
活
動
団
体
の
活
性
化
な
ど
の
施
策
に
つ
い
て

▽
21
世
紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画
支
援
事
業
の
審
査

な
ど

●

任　
　

期　

２
年
間

●

会
議
開
催　

年
４
回
程
度

●

会
の
構
成　

公
募
市
民
や
福
祉
団
体
、
ま
ち
づ
く

り
団
体
の
代
表
者
な
ど
15
人
程
度

●

応
募
方
法　

　

男
女
協
働･

ま
ち
づ
く
り
課
、
各
町
公
民
館
に
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
左
記
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●

応
募
期
限　

２
月
29
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
先　

男
女
協
働･

ま
ち
づ
く
り
課

（　

☎
㉓
２
１
１
５
）

あなたのゆめを実現します !!

　新しい伊万里、新しいゆめのあるまちづくりを推進するため、
市民の皆さんの自主的な活動を支援する『伊万里市 21 世紀市民
ゆめづくり計画支援事業』の平成 20 年度実施事業を募集します。

21世紀市民ゆめづくり計画支援事業

【応募できる人】

①市内で活動する３人以上のグループで、うち１人は成人であること

②会員の過半数が市内在住、在勤、在学の人で構成されていること

【対象事業と補助金額】

　対象事業は、市民団体が実施するゆめづくり活動で、具体的な事業

を行う『まちづくり計画実施事業』と、まちづくりのアイデアや計画

を調査･研究する『アイデア立案事業』の２部門があります。

　◆まちづくり計画実施事業（補助金 100 万円以内）

　◆アイデア立案事業　　 　（補助金 10 万円以内）
【支援期間】

　◇まちづくり計画実施事業 → 最長３年間
　　　　　　　　　　　　　　　※必ずしも３年間支援されるものではありません

　◇アイデア立案事業 → １年間

【応募方法】　

　男女協働･まちづくり課、各町公民館、市民センター、市民図書館に

備え付けの応募用紙に、必要事項を記入のうえ下記まで提出し、ご応

募ください。

【応募期限】　　２月 29 日（金）

【申込・問合先】　男女協働･まちづくり課（　☎㉓２１１５）

皆さんの熱い思いを形にできるチャンスです！
どしどしご応募ください

▶わくわく映像塾の活動を支援
　平成17年度から市内の中学生
に対し、ふるさと伊万里を題材に
した映像の制作を指導する『わく
わく映像塾』の活動を支援してい
ます。
　制作された映像は、黒澤映画祭
などで発表されています。

例えば、平成19年度は…

『
市
民
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
』
委
員
募
集

　
〝
ま
ち
づ
く
り
〟　
に
つ
い
て

　
　

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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申告期間　2月25日（月）〜3月17日（月）
　　　　　所得税の確定申告も受付します

市･県民税の申告は正しく、お早めに！

伊万里税務署での申告受付
●所得税の確定申告　２月 18 日〜３月 17 日

●贈与税の申告　　　２月 １ 日〜３月 17 日

●消費税の確定申告　１月 ４ 日〜３月 31 日

　市役所では、市･県民税の申告を期間中の
火･木曜日のみ、午後７時まで受け付けます

◆問合先　税務課市民税係（　☎㉓２１４８）

▶平成19年分の確定申告書を税務署に提出した人、

または提出する予定の人

▶給与所得だけの人で、勤務先から市役所へ給与支

払報告書が提出されている人

　（会社から提出されていない場合がありますので、

必ず会社に確認してください）

市・県民税の申告が必要な人 市・県民税の申告をする必要のない人

○市･県民税申告書　　○認め印　

○収入金額がわかるもの（源泉徴収票など）　

○生命保険料･個人年金保険料･地震および旧長期

損害保険料などの控除証明書　

○雑損控除･医療費控除を受けるときは、その領収

書や保険などで補てんされた金額がわかるもの

○本人や扶養親族が障害者のときは、障害者手帳･

療育手帳･福祉事務所からの認定書　など

　税源移譲により、所得税から住宅ローン控除額を

引ききれなかった人や、平成19年に所得が減って

所得税が課されなくなった人は申告が必要です。

　詳しくは、広報２月号と一緒に配布された『主な

税制改正のお知らせ！』をご覧ください。

この様な人は申告が必要です！

申告に必要なもの

　平成20年１月１日現在、伊万里市に住所がある

人で、次に該当する人

▶営業、農業、漁業、そのほかの事業を営んでいる人

▶地代、家賃、配当などの収入があった人

▶土地や建物を売却した人

　（国・県・市などの公共事業による収用も含みます）

▶生命保険などの満期返戻金や保険金などの一時所

得があった人

▶給与所得者で、勤め先から市役所へ給与支払報告

書が提出されていない人や、日給などで源泉徴収

をされていない人

▶２か所以上から給与の支払いを受けた人

　（平成19年中に退職し、再就職等をされた人で年

末調整をされていない人を含みます）

▶給与所得者で給与のほかに所得があった人

　（給与所得以外の所得が 20 万円以下の場合、所

得税の確定申告の必要はありませんが、市･県民

税の申告は必要です）

▶会社を退職した人や個人年金を受給している人、

医療費控除を受けようとする人

▶その他、何らかの収入があった人　など

▶収入がない人もその旨を申告してください

※申告の受付日程と会場は、広報２月号と一緒に配

布された『申告のお知らせ』をご確認のうえ、申

告をお願いします

※市・県民税のみの申告が必要な人（確定申告の必

要がない人）で、ど

うしても会場へ行け

ない人は、広報２月

号と一緒に配布され

た『申告書』と必要

書類を市税務課あて

に送付してください

　『住基カード』を使用
し、最高 5,000 円の所
得税控除を受けようと
する『所得税の確定申
告』は、税務署でしか
受け付けができません。
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●情報を掲載したい人は、生活環境課で情報登録をして

　ください。（電話・FAX・Eメールでの申込み可）

◆登録内容　品物名、登録者の氏名、住所、電話番号

◆登録できる人　市内に在住またはお勤めの人、近隣に

　　　　　　　　お住まいの人

◆登録期間　2 か月間

●『譲ります』に掲載された品物が欲しい人は、生活環

　境課に連絡してください。登録者の氏名・連絡先をお

　知らせします。

●『求めます』に掲載された品物の提供希望者が現れた

場合は、登録者に提供希望者の氏名・連絡先をお知ら

せします。

●その後の品物の受渡しについては、双方で話し合って

　交渉を成立させてください。交渉が成立したら、生活

　環境課に連絡してください。

※市が行うのは情報提供のみです。万が一、品物に故障

　や欠陥があった場合は、当事者間で解決してください

　

毎
日
新
聞
社
が
主
催
し
、
農
林

水
産
省
な
ど
が
後
援
す
る
『
毎
日

農
業
記
録
賞
』
の
優
良
賞
に
、
一

般
の
部
で
東
山
代
町
川
内
野
の
川

久
保
國
緒
さ
ん
、
高
校
生
の
部
で

黒
川
町
真
手
野
の
小
旗
春
海
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
12
月
26
日

に
佐
賀
市
で
表
彰
状
伝
達
式
が
あ

り
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
優
良
賞
の
川
久
保
さ

ん
の
作
品
は
『
私
の
青
春
』
と
題

し
、
夢
耕
房
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
、

黒
米
を
使
っ
た

み
そ
や

た
く
あ
ん
づ
く
り
の
奮
闘
ぶ
り
が

綴つ
づ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
部
優
良
賞
の
小
旗
さ

ん
は
伊
万
里
農
林
高
校
の
３
年

生
。『
お
茶
栽
培
で
知
り
得
た
こ
と
』

と
題
し
た
作
品
は
、
家
業
を
通
じ

家
族
の
絆

き
ず
な
の
大
切
さ
を
高
校
生
ら

し
い
文
章
で
訴
え
て
い
ま
す
。

　

受
賞
に
あ
た
り
、
川
久
保
さ
ん

は
「
今
後
も
地
域
の
人
た
ち
と
頑

張
り
た
い
」、
バ
ス
ガ
イ
ド
と
し
て

就
職
が
決
ま
っ
て
い
る
小
旗
さ
ん

　
　

は
「
県
の
農
産
物
を
P
R
し

　
　
　
　

た
い
」
と
感
想
を
語
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

東
山
代
町 

川
久
保
國
緒
さ
ん

伊
農
高
３
年 

小
旗
春
海
さ
ん

毎
日
農
業
記
録
賞

優
良
賞
を
受
賞

一般の部　優良賞

川久保 國緒さん

高校生の部　優良賞

小旗　春海さん

■申込・問合先
　生活環境課リサイクル推進係
　( ☎㉓２１４５　　　㉒７６５０)
　E-mail:seikatsukankyou@city.imari.lg.jp

　皆さんの家には、もう使っていないけど、捨てるのはもったいないという

ものはありませんか？生活環境課では、譲りたい人・譲ってほしい人の情報

交換の場として『不用品交換情報コーナー』を設けています。

　市ホームページ（暮らしの情報

コーナー）、市役所市民課ロビー、

市民図書館、各町公民館

※伊万里ケーブルテレビ、西海テレ

ビでも放送されます

※掲載されるのは品物名のみです

ご利用ください『不用品交換情報コーナー』

我が家では使わなくなったけど、まだ捨てるのはもったいない・・・

掲 示 場 所

利 用 方 法
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伊
万
里
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
、
12
月
26
日
に
行
わ
れ
た
（
財
）

佐
賀
県
学
校
給
食
会
主
催
の
平
成

19
年
度
学
校
給
食
献
立
調
理
発
表

会
『
郷
土
料
理
部
門
』
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
、
県
内
を
７
地
区
に

分
け
、
郷
土
料
理(

伝
統
食)

の

部
と
創
作
料
理
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ

１
チ
ー
ム
ず
つ
参
加
し
た
も
の
で
、

　　

田
嶋
神
社
は
波
多
津
町
畑
津

に
あ
り
ま
す
。
祭
神
は
宗む

な
か
た像

三さ
ん
じ
ょ女

神し
ん

な
ど
９
神
で
、
も
と
は

海
上
交
通
の
守
り
神
で
す
。

　

建け
ん
む武
元
年
（
１
３
３
６
）
に

社
殿
が
再
建
さ
れ
、
室
町
時
代

末
期
に
は
岸き

し
だ
け岳

城
主
の
波
多
氏

の
祈き

が
ん
じ
ょ

願
所
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

室
町
時
代
の
畑
津
は
入
り
江
の

奥
に
あ
た
り
、波
多
氏
の
津（
港
）

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
「
波
多
津
」
と
呼
ば
れ
、

「
畑
津
」
の
字
が
あ
て
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。
港
の
守
り
神
に
唐

津
市
呼
子
町
加か

べ部
島し

ま

の
田
嶋
神

社
の
分ぶ

ん
れ
い霊
を
勧

か
ん
じ
ょ
う
請
し
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

本
殿
は
覆お

お
い
や屋
の
中
に
あ
り
ま

す
。
15
世
紀
の
建
立
で
、
県
内

で
は
現
存
す
る
最
古
の
木
造
建

築
で
す
。
九
州
で
も
貴
重
な
中

世
の
建
造
物
と
し
て
昭
和
62
年

に
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き

た
大
切
な
文
化
遺
産
を
守
る
た

め
、
２
年
に
１
度
、
１
月
26
日

の
文
化
財
防
火
デ
ー
に
近
い
日

曜
日
に
、
地
元
住
民
と
消
防
署
、

消
防
団
合
同
に
よ
る
防
火
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
放
水
銃

に
よ
る
放
水
な
ど
が
あ
り
、
真

剣
さ
に
心
を
う
た
れ
ま
す
。

　

田
嶋
神
社
本
殿
は
、
田
嶋
神

社
保
存
会
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
市
民
の
協
力
で
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

田た

嶋し

ま

神じ

ん

社じ

ゃ

本ほ

ん

殿で

ん

〜
多
く
の
市
民
の
協
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
文
化
財
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
㉟

伊
万
里
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

伊
万
里
市
・
鹿
島
市
地
区
の
代
表

と
し
て
郷
土
料
理
（
伝
統
食
）
を

出
品
し
ま
し
た
。【
写
真
】

　
「
食
味
、
色
彩
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

な
ど
へ
の
配
慮
が
あ
り
、
定
め
ら

れ
た
給
食
費
の
範
囲
内
で
献
立
が

作
成
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
基
準

を
満
た
し
た
う
え
で
、
審
査
の
結

果
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
、
よ
く

聞
こ
え
て
く
る
の
が
、｢

男
の
く

せ
に｣

「
女
の
く
せ
に
」
と
性
差

で
男
女
を
区
分
し
た
発
言
や
、「
昔

か
ら
の
慣
習
だ
か
ら

従
う
べ
き
」「
嫁
が

介
護
す
る
の
は
当

然
」
と
い
っ
た
固
定

的
役
割
を
強
い
た
個

人
の
人
格
を
無
視
し

た
言
葉
で
す
。

　

今
年
１
月
11
日
に

『
改
正
配
偶
者
暴
力

防
止
法
』
が
施
行
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
殴
る
、
蹴
る
と

い
っ
た
暴
力
だ
け
で
な
く
、
言
葉

の
暴
力
も
保
護
命
令
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
市
が
平
成
19
年
に
実

施
し
た
市
民
意
識
調
査
（
無
作
為

抽
出
に
よ
る
）
に
よ
る
と
、
D
V

を
受
け
た
経
験
が
あ
る
人
で
、「
ど

な
ら
れ
た
り
、
暴
言
を
は
か
れ
た
」

が
17
・
３
％
、「
無
視
さ
れ
続
け
た
」

が
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近

の
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
に
よ
る
と
、

『
夫
婦
関
係
の
も
つ
れ
』
や
『
別
れ

話
の
も
つ
れ
』
な
ど
で
殺
害
さ
れ

る
事
件
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

田嶋神社本殿での防火訓練

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎　

３
１
８
６
）
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そ
の
報
道
の
中
で
も
、
D
V
は
特

殊
な
人
だ
け
が
受
け
る
暴
力
で
は

な
い
こ
と
や
、
加
害
者
も
職
業
を

持
っ
て
社
会
的
な
活
動
を
し
て
い

る
ご
く
普
通
の
人
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
暴
力
を
受
け
た
ほ
と
ん

ど
の
人
が
誰
に
も
相
談
し
な
か
っ

た
と
答
え
て
い
ま
す
。
D
V
を
受

け
て
も
ほ
と
ん
ど
の
被
害
者
が
、

「
私
が
悪
い
か
ら
・
・
」「
私
が
い

た
ら
な
い
か
ら
・
・
」
と
感
じ
て

い
る
か
ら
で
す
。
調
査
結
果
は
ほ

ん
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
D
V
被
害

は
ま
だ
ま
だ
潜
在
化
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

あ
な
た
は
、
配
偶
者
や
恋
人
の

こ
と
を
「
怖
い
」
と
感
じ
て
い
ま

せ
ん
か
？

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話
会　

い
ま
り
プ
ラ
ザ

パ
ー
ト
ナ
ー
が
怖
く
な
い
で
す
か
？

伊
万
里
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
最
優
秀
賞
に
輝
く

県
学
校
給
食
献
立
調
理
発
表
会
『
郷
土
料
理
部
門
』

          郷土料理部門 
     で最優秀賞に輝い
  　た伊万里市学校給食
センターのメニュー

き ん か ん カ ス
タードフルーツ

鶏肉の西京焼き

牛　乳

ごはん

煮ごみ

きゅうりのごま
ドレッシング



襷
たすきあい

愛で『伊万里旋風』を起こします

『無料化記念』国見道路は安全運転で

　２月15日から始まる第 48 回郡市対抗県内一周駅伝大
会を前に、伊万里市選手団の結団式が伊万里迎賓館であ
りました。この日は選手や関係者など約 50 人が集まる
中、選手を代表して永益邦弘主将が「『襷愛』で伊万里
旋風を起こします」と力強く宣誓しました。

　国見道路の無料化を記念し、二里町の『すみやま棚
田を守る会』の皆さんが旧料金所付近で交通安全キャ
ンペーンを行いました。この日は、早朝からついた紅
白の餅と折り鶴 100 人分を佐世保方面に向かうドライ
バーに手渡し「安全運転を心がけて」とお願いしました。
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　20 歳の門出を祝う成人式が市民会館でありました。
今年の新成人は男性397人、女性402人の計799人で、
各町からの実行委員が式典の企画・運営を行い、旧友
との再会や中学時代の恩師が出演するビデオレターの
放映に笑顔と歓声が飛び交いました。また、大川内悟
さん（立花町）寄贈の紅白のアメリカハナミズキ２本
を実行委員で松浦町の桃川親水公園に記念植樹し、『記
念樹とともに大きく成長する』ことを誓いました。

大きな成長を誓う 成人式＆記念植樹

初笑いで今年も健康！正蔵さん独演会
　健康づくり大学『笑って笑って健康を』の公開講座
を兼ねた落語家・林家正蔵さんの独演会が市民会館で
ありました。正蔵さんは古典落語『お菊の皿』などの
ほか新作落語も披露。父の故三平さんを思い起こす巧
みな芸に、観客は『健康的な』初笑いを楽しみました。

12.8

1.19

12.25

1.5

1.12

1.20

選手を代表して力強く宣誓する
永益邦弘主将

（二里町：ＳＵＭＣＯ伊万里）



『無火災を願い』一斉放水を披露
　伊万里市消防団出初式が二里小学校でありました。
この日は、市内 12 分団から総勢 825 人の消防団
員が参加し分列行進などを行いました。式典終了
後には、無火災を願い有田川河川敷で、50 台の小
型ポンプから 100 口の一斉放水が披露されました。

長田弘さん講演『本は世界を開くドア』
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　『世界は１冊の本』などで知られる詩人・長
おさ

田
だ

弘さん
の講演会が市民図書館でありました。『本は世界を開く
ドア』と題した講演は、伊万里中の２年生170人らが参
加。長田さんは、2500 年の歴史を持つ『本』の成り立
ちにスポットを当て、本が持つ様々な魅力を伝えました。

伊万里観光いろはかるたで学校交流
　学校交流かるた会がウェルサンピア伊万里でありま
した。これは伊万里ロータリークラブが、市内小学校
の全クラスに伊万里観光いろはかるたの寄贈を記念し
開催。市内 15 小学校から出場した児童 48 人は、真剣
な表情で絵札を取り合い交流を深めました。

腰岳への感謝を込め『離山式』
　伊万里農林高校森林工学科３年生の『離山式』が腰岳の
演習林でありました。この日は、卒業を控えた 39 人の生
徒が350本のスギの苗木を記念植林。作業後には、生徒代
表の梅﨑亮太さんが「腰岳で自然の大切さ、尊さ、厳しさ
を学び一人一人が成長できました」と感謝を述べました。

　
（
財
）
黒
澤
明
文
化
振
興
財
団

が
主
催
す
る
『
黒
澤
明
記
念
シ

ョ
ー
ト
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
２
０
０
７
』
の
授
賞

式
が
東
京
有
楽
町
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
財
団
が
新

た
な
才
能
を
発
掘
す
る
目
的
で

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
『
10
分
間
の
人
生
』

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
国
内
か
ら
415
作
品
、
海

外
か
ら
150
作
品
の
計
565
作
品
の
応
募
が
あ
り
、

当
日
は
、
厳
正
な
予
備
審
査
を
通
過
し
た
20

作
品
が
会
場
に
集
っ
た
約
400
人
の
観
客
を
前

に
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
20
作
品
の
中
か
ら
最
終
審
査
の
結
果
、

グ
ラ
ン
プ
リ
１
作
品
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
１
作

品
、
立
教
大
学
奨
励
賞
１
作
品
、
佳
作
２
作

品
、
奨
励
賞
２
作
品
の
７
作
品
が
受
賞
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。
最
終
審
査
を
行
っ
た
東

宝
㈱
映
像
事
業
部
長
の
藤
原
正
道
さ
ん
は
「
こ

の
コ
ン
ペ
に
応
募
し
た
皆
さ
ん
が
、
今
後
大

き
く
活
躍
す
る
こ
と
が
黒
澤
明
監
督
の
遺
志

だ
と
思
う
」
と
講
評
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
賞
作
品
は
、
同
財
団
の
手
に
よ
り
１
本

の
映
画
と
し
て
編
集
さ
れ
、
劇
場
公
開
や
Ｄ

Ｖ
Ｄ
化
し
、
一
般
販
売
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

1.11

1.13

黒澤明記念ショートフィルム・コンペ

国内外から力作565作品が集まる

1.20

1.6

1.18

※かるた会の上位成績  ❶黒川小 ❷滝野小 ❸波多津東小･立花小
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場
に
陶
土
の
匂
ひ
日
脚
伸
ぶ

お
も
む
ろ
に
霧
は
れ
ゆ
き
て
朝
光
に
映
ゆ
る
麦
田

は
車
窓
に
走
る

大
川
内
山

副
田　

螺
山

久
保
田　

昭
子

二
里
町
八
谷
搦

訪
れ
、
竹
の
先
に
ワ
ラ
を
巻
い
て

『
も
ぐ
ら
打
ち
』
の
打
ち
棒
を
作

り
、
104
人
の
園
児
全
員
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
早
速
、
園
児
た
ち
は
お
年

寄
り
と
一
緒
に
大
き
な
輪
に
な

っ
て
、「
♫
14
日
の
も
ぐ
ら
打
ち
、

銚ち
ょ
う
し子

出
す
か
、
餅も

ち

出
す
か
♫
」
と

歌
い
な
が
ら
、
自
分
の
背
丈
よ
り

長
い
打
ち
棒
を
使
っ
て
園
庭
の
地

面
を
叩
き
、『
も
ぐ
ら
打
ち
』
の
練

習
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

園
児
は
そ
れ
ぞ
れ
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
打
ち
棒
を
自
宅
に
持
ち
帰

り
、
本
番
の
１
月
14
日
に
は
、
昨

年
花
嫁
さ
ん
を
迎
え
た
地
域
の
家

な
ど
を
回
っ
て
「
元
気
な
子
ど
も

が
授
か
り
ま
す
よ
う
に
」「
も
ぐ
ら

の
害
を
防
い
で
豊
作
に
な
り
ま
す

よ
う
に
」
と
願
い
な
が
ら
、『
も
ぐ

ら
打
ち
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

南
波
多
保
育
園
の
園
児
が
１
月

11
日
、『
も
ぐ
ら
打
ち
』
で
お
年
寄

り
と
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
南
波
多
福
寿
会
の
お

年
寄
り
20
人
が
南
波
多
保
育
園
を

　

小
松
ツ
エ
さ
ん
（
南
波
多
町
井

手
野
）
が
12
月
29
日
に
め
で
た
く

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
塚

部
市
長
か
ら
87
番
目
と
な
る
百
寿

記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
大
勢
の
親
類
や
近

所
の
人
が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
暮
ら
し
て
い

る
長
女
の
時
代
さ
ん
か
ら
祝
福
の

国
際
電
話
も
あ
り
、
ツ
エ
さ
ん
自

ら
受
話
器
を
取
っ
て
嬉う

れ

し
そ
う
に

南
波
多
保
育
園
児
と
お
年
寄
り
が
交
流

　
楽
し
く
輪
に
な
っ
て
『
も
ぐ
ら
打
ち
』

言
葉
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

同
じ
南
波
多
町
内
か
ら
嫁
い
で

き
た
ツ
エ
さ
ん
は
、近
所
で
は
『
力

持
ち
で
働
き
者
』
と
し
て
有
名
で
、

長
男
の
勇
さ
ん
に
よ
れ
ば
「
人
の

10
倍
は
働
い
て
い
た
」
と
い
う
頑

張
り
屋
。
18
年
前
に
ご
主
人
を
亡

く
し
て
か
ら
は
『
ツ
エ
を
つ
い
て
』

頑
張
っ
て
き
た
と
い
う
ツ
エ
さ
ん

で
す
が
、
こ
こ
数
年
は
足
腰
が
弱

っ
て
車
い
す
の
生
活
を
送
り
、
２

女
の
テ
ル
子
さ
ん
の
介
護
を
受
け

て
い
ま
す
。
毎
日
、
刺
身
を
肴

さ
か
な

に

大
好
き
な
梅
酒
の
オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク

で
『
晩
酌
』
を
す
る
そ
う
で
、
食

欲
も
旺
盛
。
何
で
も
よ
く
食
べ
、

特
に
牛
乳
や
イ
チ
ゴ
が
好
き
で
、

長
生
き
の
秘
訣
は
『
食
』
に
あ
る

と
い
う
ツ
エ
さ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
塚
部
市
長
も

誕
生
日
で
、
民
謡
が
大
好
き
な
ツ

エ
さ
ん
が
、
塚
部
市
長
に
自
慢
の

都ど

ど々

逸い
つ

を
『
誕
生
プ
レ
ゼ
ン
ト
』

す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

百寿メダル贈呈百寿メダル贈呈

いつまでもお元気で

小 松 ツ エ さ ん

南 波 多 町 井 手 野

塚部市長から百寿記念メダルを贈られ、
都々逸を披露する小松ツエさん（左）

同じ『12 月 29 日生まれ』のお二人
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地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
。

地
域
住
民
が
、
愛
着
と
親
し
み
を
も
っ
て

公
民
館
に
集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
相

互
の
連
帯
感
を
強
め
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
各
町
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
地

域
の
発
展
と
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
の
た

め
に
、
町
の
理
想
像
な
ど
を
掲
げ
た
『
町

民
憲
章
』
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

松浦町

佐
さ

伯
えき

 朋
とも

子
こ

さん (20歳 )

★
お
仕
事
は

　

㈱
奈
雅
井
の
コ
ン
テ
ナ
事
業
部

に
勤
め
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

★
特
技
は

　

特
技
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
で

す
が
、
中
学
時
代
に
始
め
た
フ

ル
ー
ト
で
す
ね
。
現
在
も
た
ま

に
母
校
の
高
校
で
、
生
徒
た
ち

と
一
緒
に
吹
い
て
い
ま
す
♬

★
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

友
だ
ち
と
ド
ラ
イ
ブ
や
買
い
物

に
出
か
け
る
こ
と
が
多
い
で
す

ね
。
わ
た
し
は
運
転
が
苦
手
な

の
で
、
い
つ
も
助
手
席
で
ナ
ビ

し
て
い
ま
す

★
行
っ
て
み
た
い
と
こ
ろ
は

　

ま
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行

き
た
い
で
す
ね

★脇田町

★いて座・Ａ型
　

わ
た
し
は
お
友
だ
ち
と
遊
ぶ
の

が
大
好
き
♥
お
家
で
は
お
姉
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
妹
の
お
世
話
を
頑
張

っ
て
い
ま
す
!!
お
姉
ち
ゃ
ん
は
、

な
わ
と
び
や
ピ
ア
ノ
を
教
え
て
く

れ
る
し
、
妹
は
可
愛
い
か
ら
大
好

き
な
ん
だ
♥
春
に
な
っ
た
ら
家
族

で
動
物
園
に
行
き
た
い
な
ぁ
〜
。

早
く
春
に
な
ら
な
い
か
な
♬

大
お お

川
か わ

内
ち

 梨
り

夏
な

ちゃん

　

い
つ
も
姉
妹
の
こ
と
を
心
配
し
て

く
れ
る
。
優
し
い
梨
夏
が
パ
パ
も
マ

マ
も
大
好
き
で
す
♥

★基泰・智恵美さんの次女

★大坪町栄町

(　　)５歳
６か月

光る笑顔 ふれあう心 あふれる緑 松浦公民館

　
『
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
輪
』

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
カ
タ
カ
ナ
の

『
マ
（
緑
色
）』
を
円
形
に
デ
フ
ォ

ル
メ
し
、
マ
の
止
め
の
部
分
に
マ

ツ
の
マ
ー
ク
の
イ
メ
ー
ジ
を
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。

■
町
花　

サ
ク
ラ

■
町
木　

マ
ツ

灰﨑 武浩　館長
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松
浦
町
民
憲
章

　

わ
た
し
た
ち
は
、
松
浦
の
む

か
し
と
今
、
そ
し
て
、
未
来
を

み
つ
め
、わ
た
し
た
ち
の
子
孫
が
、

安
心
し
て
す
こ
や
か
な
く
ら
し

を
お
く
る
た
め
に
、
み
ん
な
で

手
を
と
り
あ
っ
て
、
ゆ
た
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

一
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
愛
し

　

守
り
は
ぐ
く
ん
で
い
け
る
ま

　

ち
に
し
ま
し
ょ
う

一
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
び

　

子
孫
に
つ
た
え
て
い
け
る
ま

　

ち
に
し
ま
し
ょ
う

一
、
す
こ
や
か
な
か
ら
だ
と
心

　

を
や
し
な
い
健
康
に
く
ら
せ

　

る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一
、
お
と
し
よ
り
も
子
ど
も
も

　

だ
れ
も
が
元
気
で
い
ら
れ
る

　

ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一
、
他
人
の
こ
と
を
自
分
の
こ

　

と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
人

　

の
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一
、
ま
ち
の
将
来
に
つ
い
て
み

　

ん
な
が
い
っ
し
ょ
に
考
え
行

　

動
で
き
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

　　

…
そ
し
て
、
笑
顔
が
美
し
く

　

ふ
れ
あ
い
の
心
を
大
切
に
す

　

る
人
の
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

キャッチフレーズ

町のシンボルマーク



２月の市民スポーツ

２月の町民スポーツ
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３日（日）
●二里町民卓球大会
　８時30分開会　国見台体育館
●東山代町民卓球大会
　８時30分開会　滝野小学校
●大坪地区ラージボール卓球大会
　９時開会　大坪公民館
●立花地区ニュースポーツ
　　　　　　　　　アジャタ大会
　９時開会　立花小学校
●伊万里町民卓球大会
　９時30分開会　啓成中学校
10 日（日）
●山代町民卓球大会
　８時30分開会　山代公民館
●黒川町軽スポーツ
　　　　　グラウンドゴルフ大会
　９時開会　黒川小学校
17 日（日）
●大川内町民卓球大会
　８時30分開会　大川内小学校
24 日（日）
●伊万里町民グラウンドゴルフ大会
　８時30分開会　啓成中学校

３日（日）、９日（土）
●小学生ミニバスケットボール大会
　９時開会　国見台体育館ほか
10 日（日）
●市長杯バスケットボール大会
　９時開会　国見台体育館
●スポーツ少年団剣道交流大会
　９時開会　国見台武道館
15 日（金）〜 17 日（日）
●郡市対抗県内一周駅伝大会
　県内一円（伊万里市通過：16 日）
　※市内の中継所（市民センター
　　前・再スタート 12時40分〜
　　ドライブイン鳥前）
17 日（日）
●市長杯争奪グラウンドゴルフ大会
　８時30分開会　国見台陸上競技場ほか
24 日（日）
●伊万里オープンバドミントン大会
　９時開会　国見台体育館

小
学
５
年
男
子
の
部
で
大
会
新
記
録
で

優
勝
し
た
田
中
太
将
選
手（
Ｉ
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

　

新
春
の
伊
万
里
路
を
駆
け

る
『
第
43
回
新
春
古
伊
万
里

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
』
が
、

１
月
13
日
、
市
街
地
コ
ー
ス

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

駅
通
り
商
店
街
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
と
し
て
、

小
学
生
の
部
か
ら
一
般
の
部

ま
で
、
計
９
部
門
に
４
７
０

人
が
出
場
。
ど
の
部
門
も
健

脚
が
競
わ
れ
白
熱
し
た
レ
ー

ス
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
前
日
ま
で
の
雨

も
あ
が
り
晴
れ
間
が
の
ぞ
く

絶
好
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
。
今

年
最
初
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
と
あ
っ
て
、
県
内
外
か
ら

た
く
さ
ん
の
ラ
ン
ナ
ー
が
詰

め
か
け
、
レ
ー
ス
で
は
２
部

第
43
回
新
春
古
伊
万
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

門
で
大
会
新
記
録
が
生
ま
れ
る
な

ど
、
選
手
た
ち
は
沿
道
か
ら
た
く

さ
ん
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
力
走

を
み
せ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
上
位
成
績
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

接
戦
の
40
歳
以
上
の
部
で
見
事
に
優
勝

し
た
松
尾
茂
信
選
手
（
伊
中
校
区
体
協
）

新春の伊万里路を力走！

※記録の赤字は大会新記録

4月6日㊐開催

参加者大募集！
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第
14
回
伊
万
里
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
１
月

５
日
、
６
日
の
２
日
間
、
国
見
台
陸

上
競
技
場
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
県
内
外
か
ら
24
チ

ー
ム
が
出
場
。
市
内
か
ら
は
大
坪

少
年
Ｓ
Ｃ
、
Ｆ
Ｃ
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ

ジ
ュ
ニ
ア
、
Ｆ
Ｃ
伊
万
里
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
の
結
果
、
大
坪
少

年
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
が
大
会
ベ
ス

ト
８
と
な
る
１
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
出
。
Ｆ
Ｃ
伊
万
里
は
、
３
位

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
決
勝
戦
で
芦
刈

に
敗
れ
２
位
に
な
り
ま
し
た
。

美しい日本の歩きたくなる道 500 選に選ばれた
『秘窯の里・伊万里を巡るみち』コース

伊万里ニューイヤー杯
少年サッカー大会

　

１
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
エ

ス
ペ
ラ
ン
サ
が
１
回
戦
、
武
雄
市

の
ノ
ー
テ
ィ
ー
ズ
に
０
対
６
で
敗

れ
ま
し
た
が
、
大
坪
少
年
は
２
試
合

を
勝
利
し
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
大
坪
少
年
と
唐
津

Ｆ
Ｃ
の
対
戦
と
な
り
、
大
坪
少
年

は
前
半
、
杉
原 

紳
選
手
が
ゴ
ー
ル

を
決
め
先
制
す
る
と
、
強
豪
唐
津

Ｆ
Ｃ
も
す
ぐ
さ
ま
２
ゴ
ー
ル
で
逆

転
。
後
半
も
一
進
一
退
の
攻
防
が

続
き
ま
し
た
が
、
両
チ
ー
ム
と
も

無
得
点
に
終
わ
り
、
そ
の
結
果
、

大
坪
少
年
は
１
対
２
で
惜
し
く
も

敗
れ
準
優
勝
に
な
り
ま
し
た
。

大坪少年準優勝！強豪相手に惜敗

１位トーナメント決勝戦
大坪少年ＳＣ 対 唐津ＦＣ

国見台陸上競技場（スタート・ゴール）
５００円
①所定の申込書に必要事項を記入の上、大会事

務局まで参加料を添えてお申し込みください
②所定の申込書に必要事項を記入の上、参加料

をお近くの郵便局で振り込み、申込書を大会
事務局まで郵送またはＦＡＸしてください

　※申込書は各町公民館などにあります
３月 21 日（金）
※なお、参加申し込みは大会当日まで受け付け

ますが、３月 22 日以降に申し込みされた場
合は、参加賞などが品切れする場合がありま
すので、その際はご了承ください

伊万里ウオーク 2008 実行委員会事務局
（体育保健課　 ☎㉓３１８７・　㉓２６１５）

〜歩きたくなる街〜

伊万里ウオーク2008

4月6日㊐開催

参加者大募集！

●会　場
●参加料
●申込方法

●申込期限

●問合先焼物の壺がある伊萬里津大橋など古伊万里文化の
漂う市街地を通るコース

秘窯の里・鍋島 (A・B) コース

古伊万里コース

約15㎞
約12㎞

約6㎞

午前9時スタート
（受付：午前8時〜）

午前10時スタート
（受付：午前9時〜）

第14回



●

日　

時　

２
月
26
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

対
象
者　

18
歳
以
上
の
知
的
障

害
者
や
そ
の
家
族
な
ど

●

内　

容　

療
育
手
帳
、
施
設
な

ど
へ
の
入
所
、医
療
・
年
金
・
職
業
・

生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

●

申
込
・
問
合
先　

福
祉
課
社
会

福
祉
係
（　

☎
㉓
２
１
５
６
）

　

市
で
は
、
厳
し
い
行
財
政
状
況

の
な
か
、
人
材
や
財
源
な
ど
の
限

ら
れ
た
資
源
を
有
効
か
つ
効
率
的

に
活
用
し
、
市
民
の
視
点
で
行
政

活
動
を
行
う
た
め
に
、
行
政
評
価

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
事
業
の
評
価
結
果

を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
公
開
し
ま
す
。

　

評
価
結
果
は
、
市
役
所
１
階
市

民
情
報
コ
ー
ナ
ー
と
市
民
図
書
館

に
備
え
付
け
て
い
る
『
伊
万
里
市

に
お
け
る
行
政
評
価
推
進
事
業
』

ま
た
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
合
先　

企
画
政
策
課

（　

☎
㉓
２
１
２
４
）

●

日　

時　

２
月
８
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

会　

場　

　

伊
万
里
玉
屋

▽
５
階
文
化
ホ
ー
ル
横
ス
ペ
ー
ス

▽
１
階
東
入
口
ス
ペ
ー
ス

●
問
合
先　

伊
万
里
養
護
学
校

（
☎
㉓
８
５
５
４
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
、
廃
車
、
名
義
変
更
の
届

け
出
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、
３

月
末
日
ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

伊
万
里
養
護
学
校
中
学
部
生
徒

に
よ
る
作
業
学
習
の
木
製
プ
ラ
ン

タ
ー
、
ハ
ー
ブ
製
品
、
陶
芸
製
品

の
販
売
を
し
ま
す
。
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●

届
出
・
問
合
先　

▽
軽
自
動
車
お
よ
び
125　

を
超
え

250　

以
下
の
二
輪
車

　

自
家
用
自
動
車
協
会
伊
万
里
支
部

（
☎
㉓
７
１
５
１
）

▽
250　

を
超
え
る
二
輪
車

　

佐
賀
運
輸
支
局

（
☎
０
５
０
‐
５
５
４
０
‐
２
０
８
２
）

▽
125　

以
下
の
原
付
自
転
車
、
小

型
特
殊
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ

ン
バ
イ
ン
・
乗
用
田
植
機
・
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
な
ど
）

　

市
税
務
課
管
理
係

（　

☎
㉓
２
１
４
６
）

●

日　

時　

２
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
開
会

●

会　

場　

伊
万
里
公
民
館

●

内　

容　

▽
大
会
テ
ー
マ
『
広
げ
よ
う
。
子

ど
も
の
読
書
の
輪
』

▽
講
話
『
読
書
は
子
ど
も
の
心
を

育
て
る
』
講
師　

前
田
和
茂
氏

（
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進

委
員
会
会
長
）

▽
事
例
発
表

　

黒
川
公
民
館
、
松
浦
小
学
校
、

牧
島
小
学
校
育
友
会
、
お
話
し

キ
ャ
ラ
バ
ン

●

参
加
費　

無　

料

●
問
合
先　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（　

☎
㉒
１
２
６
２
）

くらしのお
知
ら
せ

公

開

し

ま

す

行
政
評
価
の
結
果

平
成
19
年
度
伊
万
里
市

社
会
教
育
研
究
大
会

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
の
届
け
出

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
の
巡
回
相
談

CC

伊
万
里
養
護
学
校

は
っ
て
ん
マ
ー
ケ
ッ
ト

CC

CCCC



　

視
力
フ
ァ
ー
ス
ト
Ⅱ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
『
世
界
中
の
眼
の
不
自
由
な

子
供
た
ち
に
光
を
!!
』
を
テ
ー
マ

に
、
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

40
周
年
を
記
念
し
て
演
芸
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

一
口
１
０
０
０
円
の
献
金
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
を
ご
招
待

し
、
ご
来
場
者
に
は
エ
コ
バ
ッ
グ

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

●

日　

時　

３
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
開
演

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

演
芸
内
容　

▽
舞　

踊　

千
扇

▽
落　

語　

桂　

福
団
治

▽
三
味
線
漫
才　

暁
照
夫
・
光
夫

●
問
合
先　

　

伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

事
務
局
（
☎
㉓
４
７
５
３
）

●

日　

時　

２
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

●

会　

場　

　

伊
万
里
梅
園
（
木
須
町
藤
ノ
尾
）

●

内　

容　

▽
西
九
州
一
広
大
な
梅
園
で
観
梅

▽
大
川
内
保
育
園
子
ど
も
太
鼓
、

バ
ン
ド
演
奏
、
日
舞

▽
農
産
物
の
直
売
や
梅
う
ど
ん
、

餅
つ
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど

●
問
合
先　

Ｊ
Ａ
伊
万
里
営
農
部

（
☎
㉓
５
５
６
０
）
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大

学

通

信

教

育

合
同
入
学
説
明
会

●

日　

時
（
２
月
の
２
日
間
）

▽
23
日
（
土
）
正
午
〜
午
後
５
時

▽
24
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

●

会　

場　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル

８
Ｆ
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）

●

内　

容　

私
立
大
学
な
ど
43
校

の
大
学
別
無
料
相
談

●

対
象
者　

一
般
お
よ
び
高
校
生

●
問
合
先　

　

㈶
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

（
☎
０
３
‐
３
８
１
８
‐
３
８
７
０
）

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

40
周
年
記
念
演
芸

ぼ
し
ゅ
う

西
九
州
一
の
梅
園
で

『
伊
万
里
梅
ま
つ
り
』

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

チ
ー
ム
登
録
を
受
付

●

受
付
日
時

　

２
月
13
日
（
水
）、
14
日
（
木
）

　

午
後
６
時
〜
８
時

●

会　

場　

国
見
台
協
会
事
務
所

●

登
録
料　

８
０
０
０
円

※
登
録
用
紙
は
、
協
会
事
務
局
、

各
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す

●

問
合
先　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局
松
本
（
☎
㉘
０
０
０
９
）

　最近、市内でサルを見かけたという報告が相次いでいま
す。サルにエサを与えたり話しかけたりすることが、サル
にかまれるなどの被害につながります。
　特に、エサを与える行為は、サルの人間なれを招き、住
居付近から離れなくなる原因となります。また、野菜クズ
などサルのエサになるような物は放置しないでください。
いったんエサの場所を覚える
と、繰り返し出没するようにな
ります。

◆サルが怖くて追い払うことができない場合や、サルに威
　嚇された場合は、慌てて逃げず目を合わせないでゆっく
　り後ずさりして遠ざかるようにしましょう。
◆なるべく大人数の大人で追い払いましょう。その時は、
　長い棒や犬を連れての追い払いが効果的です。

●問合先・連絡先　農山漁村整備課（　☎㉓２５９１）

ご注意ください !!

市内で サル が 出没しています

１月 16 日、立花町に出没したサル

絶対に !!

▶目を合わせない

▶エサを与えない
サルを見かけた場合の対処法

落
語　

桂　

福
団
治 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
関
西
演
芸
協
会
会
長
）
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●

参
加
費　

１
組
１
５
０
０
円

●

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
代

表
者
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
と
参
加
者
の
氏
名
、

年
齢
を
記
入
し
て
左
記
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い

※
返
信
欄
に
は
何
も
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い

●

申
込
期
限　

２
月
20
日
（
水
）

●

申
込
・
問
合
先　

　

〠
８
４
８
‐
０
０
４
５

　

伊
万
里
市
松
島
町
73
番
地
１

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（　

☎
㉓
２
６
５
８
）

　

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
の
１
年

間
に
お
い
て
、
市
営
住
宅
に
空
室

が
で
た
と
き
に
順
次
入
居
す
る
た

め
の
入
居
予
備
者
を
募
集
し
ま
す
。

●

募
集
団
地　

立
花
、大
坪
、勝
田
、

楠
久
第
２
（
３
階
建
て
の
み
）、

大
久
保
、
立
岩
、
弁
天

●

申
込
書
の
配
布

　

２
月
12
日
（
火
）
〜
22
日
（
金
）

●

受
付
期
間　

　

２
月
25
日
（
月
）
〜
29
日
（
金
）

●

申
込
書
の
配
布
・
受
付
場
所　

　

市
役
所
２
階　

建
設
課

※
３
月
21
日
（
金
）
に
抽
選
で
入

居
順
位
を
決
定
し
ま
す

●
問
合
先　

建
設
課
建
築
住
宅
係

（　

☎
㉓
２
４
６
４
）

●

日　

時　

２
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

●

集
合
場
所　

市
役
所
玄
関
前

●

開
催
場
所　

伊
万
里
梅
園

　
　
　
　
　
　
（
木
須
町
藤
ノ
尾
）

●

内　

容　

　

西
九
州
一
広
大
な
梅
園
で
梅
の

花
見
と
梅
加
工
研
究
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
梅
料
理
の
紹
介

●

参
加
費　

１
８
０
０
円

●

募
集
人
員　

40
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●

申
込
方
法　

市
内
の
主
な
農
産

物
直
売
所
に
申
込
用
紙
と
応
募

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
電
話
で
も
受
付
し
ま
す

●

申
込
期
限　

２
月
12
日
（
火
）

●
問
合
先　

農
業
振
興
課

（　

☎
㉓
２
５
５
７
）

●

期　

日　

３
月
16
日
（
日
）

※
小
雨
決
行
（
荒
天
時
は
３
月
20

日
（
祝
）
に
変
更
）

●

コ
ー
ス　

国
見
台
陸
上
競
技
場

〜
腰
岳
千
畳
敷

●

内　

容　

　

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
し
て

焼
き
肉
の
材
料
を
獲
得
し
、
ゴ

ー
ル
の
腰
岳
千
畳
敷
で
焼
き
肉

大
会
を
実
施
し
ま
す

●

参
加
資
格　

青
少
年
お
よ
び
一

般
の
市
民
（
必
ず
チ
ー
ム
内
に

子
ど
も
を
含
む
）
で
構
成
す
る

１
組
３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ

※
小
学
３
年
生
以
下
が
参
加
す
る

場
合
は
、
必
ず
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す

●

定　

員　

先
着
60
組

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

●

募
集
対
象　

陶
磁
器
、
デ
ザ
イ

ン
業
界
に
従
事
し
た
い
人

●

募
集
人
員　

▽
窯
業
コ
ー
ス　
　
　

７
人

▽
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス　

７
人

●

授
業
日
時　

　

週
３
回
（
実
施
日
は
未
定
）

　

午
後
５
時
45
分
〜
８
時
55
分

●

修
了
年
限　

２
年

●

出
願
期
間
日
時　

　

２
月
12
日
（
火
）
〜
15
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
８
時

※
応
募
書
類
は
、
有
田
工
業
高
校

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●

面
接
・
作
文
日
時　

　

２
月
22
日
（
金
）
午
後
６
時
〜

●
問
合
先　

有
田
工
業
高
校
定
時
制

（
☎
㊷
３
１
３
６
）

有
田
工
業
高
校
定
時
制

聴

講

生

募

集

ス

タ

ミ

ナ

焼

肉

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

畑
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン

観

梅

と

梅

料

理

市

営

住

宅

へ

の

入
居
予
備
者
を
募
集

２月７日は 北
方
領
土
の
日
で
す
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※洗剤は適量を使い、お風呂の残り湯を再利用して、節水に心がけましょう！
■㈶省エネルギーセンター『家庭の省エネ大辞典』より

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　生活環境課（　 ☎㉓２１４４）

洗濯物は『まとめて』洗うようにしましょう!
●１日 7.2 ㎏の洗濯物を　4.8 ㎏と 2.4 ㎏に分けて１日２回の洗濯と、少量の 2.4　

　㎏は、翌日の洗濯物とまとめて２日で３回（4.8 ㎏×３回）洗濯した場合を比較すると

…年間で電気使用量 5.88kwh・水道使用量 16.75 ㎥の省エネ

　　　 2.4 ㎏の CO2 の削減 ・約 3,950 円の節約になります



人のうごき
平成 20 年１月１日現在
●人口　58,652 人　　（−   3）
　　男　27,992 人　　（＋   3）
　　女　30,660 人　　（−   6）
●世帯　21,452 世帯    （＋ 16）

（　）は前月比

広報　　　　　 2008-2
■発行日／平成 20 年２月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社

編

集

室

か

ら

　
『
市
民
力
・
地
域
力
・
職
員
力
』
こ
れ
は
、
執

務
始
め
式
で
塚
部
市
長
が
年
頭
の
あ
い
さ
つ
で

掲
げ
た
今
年
の
テ
ー
マ
で
す
。
編
集
室
で
も
、

こ
の
『
力
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
皆
さ
ん
の
頑
張
る
姿
や
、
地
域
の
元
気

な
姿
を
こ
の
広
報
紙
を
通
し
て
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
『
職
員
力
』

に
磨
き
を
か
け
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
広
報
紙
を

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
『
見
や
す
く･

読
み
や
す
い
』
紙
面

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
健
）

伊万里えびす祭
新春恒例！

◀
福
運
抽
選
会
の
会
場
は
長

蛇
の
列
で
、
目
玉
の
景
品
が

当
た
る
た
び
に
景
気
づ
け
の

太
鼓
が
鳴
ら
さ
れ
大
盛
況
！

▶
楽
焼
き
会
で
は
、
大
好
き

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
素

焼
き
の
皿
に
描
き
、
自
分
だ

け
の
絵
皿
が
完
成

▼宝船に乗った七福神が商店街
　をパレード。宝船から1500 袋
　の『開運豆』が配られました

招福･開運『七福神』

宝船にぎやかに巡行 !
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今年の『七福神』は写真左端から、
岩永康則ＪＡ伊万里代表理事組合長、塚部市長、上瀧長久伊万里
えびす祭実行委員長、伊万里西ロータリークラブ穴井英昭さん、
原 幸子伊万里商工会議所女性会副会長、河原和久伊万里商工会
議所青年部会長、古賀幸則伊万里青年会議所理事長




